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線
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田
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法

學
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小
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昌
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地
方
所
得
税
に
於
け
ろ
特
別
視
野
附
加
税

『

戸

正

雄

ン

シ

鰭
骨

(
一
本
研
究
の
日
的
二
親
述

の
順
序
)

う

り

ト

第

】
段

地
方
所
得
税
に
於
研
ろ
附
加
税
の
長
所

(
一
地
方
よ
り
観
た

ろ
附
加
所
得
税
の
長
所
A
公
平
課
税
上
よ
71

い
所
得
の
決
定

に
11
国
家
が
地

ラ

労
農
リ
も
勝

ろ
こ

虚
ろ
所
得

が
国
家

の
薦

め
に
も
地
方
の
鳥
め
に
も
本
来
同

一
な
る
べ
き
こ
ε
B
財
政
攻
入
上
よ
り

い
取
入
豊
富
ろ

屈

伸

方
人

C
経
済
上
よ
り
D
課
税
技
術

上
よ
り

い
完
全
う
簡

輩
E
人
民
員
櫓
上
よ
り
F
泄
義
上
よ
り

二
国
家

全
局
&
り
観
た
る
附
加
所
得
税
の
長
所
A
画
家

自
身

量
り
見
て

い
地
方
為
し
て

一
層
多
く
助
力

ぜ
し
む
る
な
得

ろ
こ
竃
ろ
損
害

々
輿

へ
L
め
ざ
ろ
心
得
る
こ
と
B
地
方
間
の
關
係
よ
り
見

て
い
統

】
公
準
が

一
局
畏
く
得
ら

ろ
＼
こ
ミ
ろ
概
観

「
層
癖
融
勿
に
改
良
の
刺
戟

一
暦
・六
な
み
ん
得

る
こ
建
}

第
二
段

地
方
所
得
税
に
於
げ
る
附
加
税
の
短
所

(
一
地
方
よ
71
見
た

る
附
加
所
得
税
の
短

所
A
公
平
課
税
上
よ
り
B
財
政
攻
天
上
よ
り
C
課
税
狡

く

ラ

　

ラ

術
上
エ
り

い
下
限
及
累
進
牽

に
つ
き
ろ
所
得
評
定
に

つ
音
劫

人
民
貢
撫
上
よ
り
E
溢
義
上
エ
リ
F
縄
費
支
出
上
よ
り
G
政
治
上

工
リ

ニ
国
家
よ
り

{

(

{

(

(

(

(

見
た

ろ
附
加
新
得
税
の
短
所
A
公
子
課
程
上
よ
り

い
脱
税
の
.爲
め
ろ
改
良
躊
躇
の
爲
め
B
財
政
牧
人
上
よ
り

い
政
績
ろ
屈
伸
力
C
課
税
技
術
上
よ

り
D
人
民
頁
携
上

よ
り
E
道
義
上
よ
り
)

ン

ラ

ラ

コ

ン

第
三
段

地
方
附
加
所
得
稚
設
定
上
の
問
題

二

免
税
黙
A
免
税
鮎
低
下
の
特
例
B
都
市
の
免
税
鮎

ビ
低
下
の
不
當
ろ
引
上
の
不
要
二
相
牽

A
本
税

に
準
じ
げ、
累
進
B
異
見

い
累
進
反
封
説
ろ
累
進

の
下
に
1
上
級
宥
恕
誠
2
下
級
寛
大
説
)

結
論
.
.(全
文
の
要
旨
)

緒

言

　一
.前
衣
及
前
々
丈

に
於
て
地
方
所
得
税
の
重
要
井

に
之
に
關
す

る
若
干
の
問
思
を
脱

い
だ
が
、
ま
だ
之
に
於
け
る

(

腰

蓑

地
方
所
得
税
に
於
σ
る
特
別
税
封
附
加
税

第
十

二
巻

(第
四
號

五
五
)

玉
五
三



論

叢

地
方
所
得
税
に
於
け
る
特
別
税
封
附
加
税

第
十
二
巻

(第
四
號

五
六
)

五
五
四
.
.

特
別
税

封
附

加
税

の
孚

に
は
及
ば
な

か

つ
だ
。
併

し
既

に
地

租

に
關

し
て
此
争

の
事

を
説

い
た

か
ら

し
て
、
其

を

類
推

し
て
此
所
得
税

に
及
ぼ
す

こ
ε
を
得

べ
く
、
之

に

つ
き
て
特

に
説
述

す

る
必
要

は
な
き
が
如
く

で
あ

る
け
れ

ぜ、
も

、
此

が
若
干
其

ε
は
達

っ
セ
黙

も

あ
る
し
、
且

つ
や
此
が
地

方
所
得

税

に
つ

い
て

の
最
重
要
な
問
題

で
も
あ

り
、
之

を
逸

す

る
こ
ε
を
許

さ

ゴ
る
に
依

り
て
、
敢
て

特

に

一
文

を
草

し

て
、
前

及
前

々
交

の
足
ら

ざ

る
所

を
補

は
う

ご
思

ふ
。

二
倍

て
叉

、
説
述

の
順
序

ご
し

て
は
先

づ
所
得

税
附
加

税

の
長
所

、
随

っ
て
特
別
挽

の
短
所

を
擧

げ

て
、
然

る
復

業
反
面

た

る
附

加
税

の
短
所

、
階

て
特
別
椀

の
長
所

を
述

べ
や
う

ぜ
思

ふ
。
俗

ほ
終
り

に
附

け

π
り

こ
し

て
、
附

加
税

の
場
合

に
探

る

べ
き
庭

榿

の
二
三

の
も
の
を
説
明

し
や
う

ぎ
思

ふ
。

、

・

第
二
段

地
方
所
得
税
に
於
け
る
附
加
税
の
長
所

地

方
所
得

税

に
於

け

る
附

加
税

ε
特

別
挽
ε
の
中

、

何
れ
を
探

る
や

は
、
其

々
の
課
税
方

法
の
長
短

の
比
較

に

ぽ
り

て
之
を
決
す

る
の
外

は
な

い
。

で
下

に
之
を
激

て

し
ゃ
う

ぜ
思

ふ
。
そ
し
て
先

づ
附

加
税

の
長
所
よ
り

し
て

述

べ
、
特

に
之

を
地
方

よ
り
見

た

る
も

の
ご
、
画

家
の

側

よ
り
観

把

る
も

の
ε
に
分
け
て
述

べ
や
う
。

一
地
方

よ
り
親
た

る
附

加
所

得
税

の
長
所

(
一値
公
卒
課
枕
上
よ
り
-

元
來
地
方
に
て
も
其
各
住
晟
の
全
給
付
能
力
に
鷹
じ
た
る
の
課
税
を
駕
す
こ
ε
を
要



　

し
、
其
の
爲
め
所
得
税
を
要
す
る
こ
ご
は
煎
麦

に
示
す
所

の
如
(
で
あ
る
。
然
る
に
⑮
既

に
何
慮

に
て
も
憾
家

に
於
て
其
租
税
騰
系
中
の
敏
く

べ
か
ら
ざ
る
元
素

ε
し
て
所
得
税
を
待
ち
、
.且

つ
之
を
し
て
出
来
る
だ
け
完
全
な

.

ち
し
め
ん
ビ
し
て
努
力
し

つ
＼
あ
る
所
で
み
り
、
そ
し
て
所
得
税
が
力
強
く
且

つ
慶
大
な
る
地
域
を
支
配
す
る
所

の
国
家
の
力

に
よ
り
て
初
め
て
各
人

に
属
す
る
有
ら
ゆ
る
財
源
よ
り
の
所
得
を
確
卸
し
て
.、
殆
ん
ご
完
全
に
近
き

も
の
ε
せ
ら

る
、
を
得
る
け
れ
ざ
も
(註
一
).
地
方

の
力
に
て
は
到
底
此
が
出
來
な

い
か
ら
、
,地
方
が
所
得
税
を
行

ふ
ご
し
て
は
、
む
し
ろ
国
家
が
折
角
努
力
し
て
得
た
る
も
の
を
利
用
す

る
を
以
て
、
其
自
ら
調
査
し
て
作
り
上
げ

た
る
も
の
よ
b
も

一
層
公
李
な
る
を
得
る
所
以
ε
い
ふ
こ
ε
に
な
る
。
勿
論
、
地
方
所
.得
税
ε
し
て
は
國
枕
に
て

得
ら
れ
た
る
各
住
民
の
所
得
中

、
若
干
除
外
す
る
を
至
嘗
ε
す

る
も
の
を
生
じ
、
不
住
者
に
し
て
其
地
方
に
財
産

を
所
有
す

る
者
の
所
得
を
特
別
に
課
税
す

る
の
必
要
も
あ
b
、
彼
是
れ
特
別

の
注
意
を
要
す
る
け
れ
ご」
も
、
其
は

国
家
の
得
た
る
基
礎
材
料
に
就
き
て
容
易
に
計
算

さ
れ
得

る
所
で
あ
り
、
何
れ
に
し
て
も
地
方
が
国
家
の
所
得
税

を
利
用
す

る
こ
ε
に
謝
す

る
の
障
碍
蓬
は
な
ら

ぬ
。
国
家
に
所
得
税
な
き
場
合
は
兎
に
角
な
れ
こ
も
、
國
家
に
此

あ
る
場
合
に
は
實
際
大
抵
地
方
所
得
税
が
其
附
加
悦
ご
せ
ら
る

、
の
は
其
最
重
な
る
理
由
此
威

に
存
す
る
。
爾
ほ

又
後
に
い
ふ
如
く
地
方
所
得
税
を
附
加
枕
こ
す
る
ε
し
て
も
、
地
方
特
殊
の
必
要

か
ら
國
枕
に
於
け
る
冤
税
黙
以

下
の
所
得

に
課
税
す
る
矯
め
、
補
充
的
の
特
別
所
得
税
の
設
け
ら
る
、
こ
ε
は
固

よ
b
所
得
税
に
附
加
税
を
可
ご

す

る
根
本
趣
旨
を
動
か
す
も
の
で
は
な

い
。
紛
そ
れ
か
ら
見
方
を
攣

へ
て

い
へ
ば
、
或
は

一
歩
進

ん
で
考
ふ
れ
試

・

く

請

叢

地
方
所
得
税
に
於
け
ろ
特
別
穐
蜀
附
加
税
.

第
十
二
巻

(第
四
號

五
七
)

五
五
五

町

■



■

論

叢

地
方
所
得
税
・
惨

・
特
別
婁

附
鍵
.

筆

二
巻

(第
四
號
.

五
入
)

玉
具

窺

需

の
下
。
所
嶺

ざ
い
・
黍

同

一
馨

べ
き
も
の
を
、
國
答

地
方
層

別
・
評
定
し
て
異

つ
叢

果

㎏

飢

藁

ぐ

・
・
自

身
が
不
嘗

・
・
ひ
得
・
…

二
・

、

・
.

-

蹴

㎜

　髪

飾瞬
蘇
鰐

器
建
講
雛

纐
難

鞘　̂
馴
難

∴
.
～

撫

撫
講

欝

鞍
吹
雛
　
黎
ー
ー
ー
ー
ー

・∴
.
　

て難維
難
豹
辮
惣
㌶
親
儲概
論
雛
繕
移
簸

註贋継

識

視
冠
し
て

一
地
方
の
み
。
て
所
得
を
調

ぶ
る
.一

。
れ
ば
、
其
地
方
に
於
て
明
瞭
且

つ
・夕
少
不
動
的
に
存
在
す
・

罵

　　雛磯
　　辮㏄灘

灘
灘
　　噸　　

少
く
ピ
も
散
人
を
少

か
ら
し
め
ん
ε
し
て
税
率
を
引
下
げ
、
叉
は
収
入
を
多

か
ら
.し
め
ん
ε
し
て
税
率
を
引

上
げ

D

恥



■

て
も
、
慧

の
結
果
の
得
ら

穿

る
・
嘉

ぞ

、
却

っ
て
反
射
の
結
果
を
掌

る
意

が
あ
り
、
其
も
変

確

か

に
其

の
生

す
る
こ

ご
を
保

護
し
難

い
所

む
あ

っ
て
馬

要
す

る
に
所
謂
牧

人

の
屈
伸
力
を
咲

く
所

で
あ

る
。
比
熱

に
於

て
國

視
た

る
所
得

税

の
附

加
税

で
あ

れ
ば
、
地
方

特

別
視
た

る
所
得

税
よ
り
は

一
層
好
都
合

で
あ

る
。
勿
論

附

加
税

の
下

に
て
も
、
.其
地

方

の
所
得

税

が
他
地
方

の

よ
り
も
重

く
な
れ
ば
、
若

干

の
人
々
は
他
地

方

へ
韓
住
す

る
こ

ξ
に
は
な

る
。
其

は
特

別
挽
の
下

に
て
も
同

で
め

る
。
が

「
っ
違

う

こ
ε
は

人
が

の
中

に
は
右

の
場
合

に
も

此
轄

住
を
面
倒

ε
考

へ
、
其
他
極

力
の
事
情

の
爲

め
に

在
来

の
慮
仁
居

住
す

る
も

の
が
少
一
な

い
。
此
等

の
潜

に

`

於
て

、
附

加
税
な

れ
ば

仮
令

従
来
よ
り
も

重
く
な

っ
て

も

凡

べ
て

の
源

よ

り
生
・ず
る
所
得

を
際
す

こ
ε
は
出

來
な

い
。
國
家

の
力

に
よ
り
捕
捉

香

る
.、
だ
け

は
地
方

か
ら

し
て
も
課

税

し
得

る
。
然

る
に
特
別
税

で
あ
れ
ば

土
地
、家

屋
憐
業
外

の
所
得

の
多

く

の
も

の
は
隠
す

こ
ご
が
出
來

、
税
が

重
く
な
れ
ば
重
く

な

る
ほ
こ
之
を
盛

ん
に
行
ふ

こ

ε
に
な

る
。
此

黙

に
於
.て
附
加
税

の
方

が
特
別
挽

よ
り

も
必
要

な

る
増
版

に
鷹

ず
る

の
糠

り
庭

が

一
暦
確

か
で
あ

b
、

つ
ま

り
其

屈
伸

力

が

一
層
大
.い
諜
で
め

る
。

(註
冒
「V

ノ
ス
チ
ツ
は
(特
別
所
得
税
に
)非
常
に
希
望
す
。へ
か
ら
ざ
る
不
必
要
な
る
方
の
濫
費
々
要
ず
ろ
が
故
に
、
.国
家
所
得
税
の
爲
め
の
評
定
が

市
町
村
に
も
基
礎
ε
な
ろ
べ
き
で
め
る
ご
い
ひ
、
ナ
メ
ー
ラ
も
国
税
所
得
税
に
謝
す
ろ
附
加
税
ば
微
牧
が
麻
易
で
、
現
存
機
械
為
利
用
す
ろ
心
得

る
の
故
に
維
濟
的
で
あ
ろ
ピ
い
ひ
、
ラ
ゥ
タ
ー
バ
ッ
ハ
』
地
方
的
賦
課
の
国
家
的
賦
課
に
從
盤
す
ろ
こ
ε
11
、
賦
課
が
唯
一
岡
の
み
行
11
る
・
々

ぽ

の

以
て
足
る
の
利
あ
り
ご
爲
す
。
術
ほ
・
多

サ
も
廣
く
附
加
税
の
長
所
こ
し
て
賦
課
の
容
易
及
徴
牧

り
経
済
的

な
ろ
こ
ご
な
墨
ぐ
。

(註

四
)

之
に
つ
き

ナ
ツ
パ
ー

マ
ン
ば

、
支
佛
能
力
あ
る
入

・
が
愈

・
多
く
移
輔
し
來
乙
こ
ピ
㌔
な
れ
ば
、
愈

々
容
易

に
租
税
需
要
が
充
た

さ
れ
、

論

叢

地
方
所
得
税
に
於
け

る
特
別
税
封
附
加
税

第
十

二
巻

(第
四
號

五
九
V

五
五
七

3)Nostitz,a.a.0.S.254、O'meara,Municipaltaxation・P・127・Lau亡erbach
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論

叢

地
方
所
得
税

に
於
け
ろ
特
肚
視
封
附
加
税

第

十
二
巻

(第
四
號

六
Q
)

五
五
ん

の

愈

々
多
く
夫
の
匠
の
貢
携
が
軽
く
な
ろ
こ
建
㌧
な
ろ
ξ
い
ふ
て
居
ろ
o

ラC
輕
濟
止
ま
り
一

地
方
が
.特
別
視
の
下
に
、
特
別
に
所
得
を
調
査
す
る
こ
ご
、
な
れ
ば
、
自
ら
其
地
方

の
土

(
地
家
屋
瞥
業

の
み
が
確
か
に
捕
捉

せ
ら
れ
て
、
其
他
の
も
の
が
兎
角
逃
れ
る
こ
ご
、
な
b
、
随

ふ
て
當
該
地
方
に

在
る
夫
の
三

の
も

の
が
偏
重
的

に
課
視
せ
ら
れ
て
、
共
地
方

の
経
済
上
の
磯
蓬
を
妨
じ

る
こ
ε
、
な
る
を
見
れ
な

い
。
他
地
方
も
同
様
に
課
税
す
れ
ば
、
他
地
方
ご
の
相
謝
的
に
は
不
利
ご
な
ら
諏
が
、
他
地
方
に
於
け
る
所
得
税

が
附
加
税
に
で
も
な

っ
て
居
れ
ば
、
真
庭
で
は
自
ら
夫
の

三
種

の
も
の
、
負
櫓
が

割
合
に

輕

い
こ
ε
に
な
る
か

ら
、
.特
別
視
を
も

つ
地
方
の
経
済
が
明
か
に
競
争
上
不
利
ε
な
る
。
矢
張
り
、
附
加
税
こ
し
た
方
が

一
.層
安
全
の

や
う
で
あ
る
。

ラ

ラ

①
課
税
技
術
上
よ
り
一

い
見
て
、
既
に
前

に
も

い
ふ
如
ζ
、
力
強
く
且

つ
廣
人
な
る
地
域
を
支
配
す

る
国
家

(

の
方
が
、
地

方
よ

り
も

　
暦
漏
剃

な
く
完
全

に
所

得

を
捕

捉
す

る
の
便

が
あ
り

〔註
五
)
、
此

黙

に
於

て
附

加
税
を
選

ラ

.

ぷ

べ
き
理
由

あ

る
の
み
な
ら
す

、
ろ
附
加
税

ξ
す

れ
ば
特

別
視

ご
す

る
よ
り
ぢ
徴

税

の
手
練

が

一
層

簡
軍

で
あ
り

(

]
層

小
額

の
費
用

に
て
出
家

る
ビ

い
ふ
の
利

が
あ

る
。
其

事
も
亦

た
前

に

　
苦
し
把
通

り
で
あ

る
(註
六
)。
即

ち
附

加
税

は
技
術
上

一
層
簡

単

に
し
て
且

つ
完
全

に
近

き
を
得

る
ご

い
ふ
長
所
を

有

つ
。

(註
五
)

前
掲
註
「
参
照
、

.

(註
六
)

前
掲
註
三
参
照
、
.

.

ラ

E
人
民
負
捲
上
よ
り
一

し
て
は
古
い
ふ
如
く
附
加
税
に
於
て
特
別
櫨
よ
り
も

　
暦
徴
戦
費
の
少
き
を
得

る
だ

(

4)Oppermann,Gemeindesteuerreforn1.S.15,



.

接

護

身
な
る
の
利
が
あ
る
の
み
な
ら
す
、
其

賦
課
の

唐

傘

な
る
を
得
・
の
黙

か
ら
見

て
も
質
権
が

雇

野

コ

　

ほ

輕
易
な

る
繹

で
あ

る
。

忍

σ・
墾

　

1

右
…

ふ
㌍

舗

視
・
し
て
の
所
書

於
て
は
、
附
縄

霧

合
よ
り
も
兎
饒

…

撃

多
く
行
は
れ
・
・
ミ

な
急

が
あ
・
。
堕

て
は
審

の
嚢

を
棄
す
の
弊
多
き
髭

れ
ぬ
。
比
熱
に
於

"距

て
も
附
加
税
を
選

ぶ

べ
し

ε
す

る
。

そ

ぼ

う三
囲
家
全
局
よ
り
親
π
る
附
加
所
得
税
の
長
所
.

㎜蝉

(

一A
国
家
自
身
よ
.り
見

て

β

(
の
麗

賦
課
に
つ
き
勢

を
し
て

雇

多
島

力
せ
・
む
る
を
得
・
こ
病

-

附
縄

・
れ
ば
自
ら
地
方

蜘㎞

く

を
し
て

雇

ぞ

、
國
家
所
得
讐

利
害
を
馨

し
め
て
、
其
所
得
の
露

な
る
調
査
に
助
力
せ
レ
め
、
、
。
、

%

な
・
の
利
が
あ
・
華

).
特
別
視
で
露

利
は
得

碧

い
。

ψ

鷲

(註
七
)

シ
ェ
フ
レ
ー
は
颪
接
國
硫
の
貴
行
が
直
接
課
税
の
権

能
に
、
市

町
村
の
有
力
な
ゐ
關
翼
々
要
求
す
。
其
に
国
家
の

一
般
所
得
税

へ
の
附
加
.
.
且

馨

・
…

-
・・
其
理
程

市
・
村
課
税
権
力
・
直
接
利
茜

係
争

・
…
に

工
毘

の
み
、
勢

的
墨

獲

物
件
が
直
接
國
税

㎜

に
も
姦

贔

響

ろ
差

樽
冷

め
2

・
ふ
。
監

ツ
7

・
亦
薗

甕

讐

市
町
村
責

・、
の
兵
力
が
麗

生

繕

確
ピ
竃

で
あ

随

う

・
-
。
何
妥

佳

瞥

小
馨

市
・
村
・
漿

膜

ろ
簸

に
監
寧

ろ
・・ε
・
警

る
。
ら
ざ
い
ふ
。
居
ろ
.

晒

粉

鴇

賦
課

長

害

を
與

え
し

め
ざ

る
を
得

る

・」
ε
i

特

別
税
で
あ

れ
ば
、
国
家

の
所
得

磐

地

方
所
得

融

く

視

ど
が
別

々
に
行
は

れ
て
別
異

の
調
査

が
行

は
れ
、

同

一
人

に
就

き
て
も
異

っ
た
成

果
の
得

ら
る

、
こ
ε

、
な
り

恥

論

叢

地
方
所
得
税
に
於
け
る
特
別
霧

附
加
税
.

第
+
二
巻
.
(鐘

號

六
ご

玉
兎
.



、

論

叢

地
方
所
得
税
に
於
け
ろ
特
別
税
蜀
附
加
続

第
十
二
巻
.

(第
四
號

六

二
)

五
六
〇

得
る
。
此
場
合
国
家
の
賦
課
の
方
が

藩

輕
か
つ
た
者
は
喜
び
或
は
黙
し
て
居
る
か
も
知
れ
な

い
が
・
國
家
賦
課

の
方

に
て

房

不
利
毒

つ
薯

は
不
業

満
を
漏
ら
し
、
此
が
麗

の
牧
納
を
紡
ぐ
・
・
ミ

も

な
る
・
が
此

の
如

き

こ
ξ
の
生
す

る
の
は
許
す

べ
か
ら

ざ
る
事

で
あ

る
。
で
既

に
国
家

が
所
得

税
を
有
ち
所
得
を

調
査

し
た
以

上
は
、
そ
し
て
国
家

の
方

が
地
方

よ
り
も
此
調
査

の
主

力

ε
な

る
に
適
す

乃
以
上
は

、
最
早
地
方

が
別
異
凋
立

の

.

調
査

は
せ
粗
方

が
異

い
(謎
八
)。

(註
八
)

ロ
ソ
シ
ァ
η
は
圃
家
所
得
税
が
傍
に
存
す
6
場
合
に
に
、
異
っ
た
原
則
に
佐
ろ
所
の
二
の
者
の
評
定
に
不
風
な
ろ
錯
雑
為
生
す
る
寧
あ
ら

う
ミ
い
ふ
て
居
ろ
。

・

B
地
方
間

の
關

係
よ
り
見

て

ー

ー

魯
統

　
公
李
が

】
昼

号

得
ら
る
≧

駄

」

附
加
挽
な
れ
ば
、
各
地
方
税
牽
が
凡

べ
て
同
ご
い
ふ
こ
ポ

は
六

つ
か
し

い
に
し
て
も
、
所
得
て
ふ
課
税
標
準
は
祠
様
の
基
礎
に
立
つ
・
ミ

な
り
、
.之
に
よ
り
特
別
穐
で
各

地
別
々
の
標
準
を
も

つ
場
合
よ
の
は
、

肩

骨

統

一
が
得
ら
れ
、
各
地
方
間
の
負
旙
も

雇

ぞ

公
孚

に
適
ふ

こ

ご

、
な

る

(註
九

)。
比

熱

に

て

も

附

加

税

を

薦

ひ

べ
し

ε
す

る

。

(註
九
)

バ
ス
テ
ー
ブ

ル
ば
附
加
税
が

一
思

公
単
な

る
責
捨

の
分
配
に
適

ふ
ご
恥
す
♂

仏
慨

房

容
易

に
改
頁
の
刺
戟

雇

人
な
る
を
得

る
こ
ご
一

附
加
税
な
れ
ば
少
を

も
裸
視
標
準
が
全

国
同
ゆ

へ
、
全
國
各
地
負
捲
の
概
蜆
が
、
特
捌
税
の
場
合
よ
り
も

一
層
容
響

な
b
、
各
地
方
の
質
権
の
軽
重
を
.

見
る
焔
も
、
艸
國
の
こ
の
比
較
を
寫
す
に
も

一
層
便
利
ε
な
り
、
各
地
方
谷
箇

ε
し
て
も
全
禮
ε
し
て
も
盆
々
反

.6)Roscher,a.a.0.S.455・

りBastable,L⊂.p.408.



省
改
良

に
向
ば
し
む
.る
の
に
好
郡
合
ご
.い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
特
別
視
に
て
ば
遺
憾
な
が
ら
ヤ
此
等
の
便
利
が
な
い

第
二
段

地
方
所
得
税
に
於
け
る
附
加
～祝
の
短
所

」

以
上
.
地
方
所
得
税
に
於
け
る
附
加
税
の
.長
所
瞳
て
特
別
挽
の
短
所
を
明
か
に
し
た
る
の
後
は
、
更
ら
に
進

ん

で
其
附
加
税
の
短
所
又
は
特
別
税
の
長
所
を
述

べ
な
け
れ
ば
な
ら
訟
。
先
づ
以
て

　一
地
方
よ
り
見
セ
乃
附
加
所
得
税
の
短
所
を
擧
げ
や
う
。
就
中

(
ラ

ヒ

A
掛
竿
課
税
上
よ
り
1

見
れ
ば
、
元
來
租
税
賦
何
税
把
る
を
問
は
す
多
少
の
敏
黙
随

ふ
て
不
公
準
の
伴

は
ぬ

(
は
な

い
。
其

れ
で
假
り

に
国

家

の
作
り
設
け

た
所
得

税

に
も
多
少

の
練

熟
は

あ
る
こ
し
て
、
此

に
附
加
税
が

か

、

る
二
ε

に
な

れ
ば
、
呉

下
公
李

を
増
長
す

る

こ
ざ
に
な

る
へ註
一
〇
∀。

一
視

の
不
公
李

は
忍

ぶ

べ
き
も

、
更

に
之
意

増

長

さ
れ
て

は
堪

え
ら

れ

澱
ご
い
ふ
こ
蓬
に
.な

る
。

且

つ
や
後

に
老

い
ふ
如

く
本
税

だ
け
な

れ
ば

で
あ

る
が
、
此

に
附

加
税

が

つ
い
て
負
憺

が
重

な
る
ε
、
入
を
し

て

一
層

重
一
威
せ

し
の
て
、
腕

橈
す

る
者
を
多

く
生
す

る
・漫
ε

ご
も
な

る
。
此

に
夏

な

る
不
公
卒

を
生
ず

る
間
隙

が
あ
り

、
比

熱

か
ら
も
附

加
税

を
躊
躇

せ
し
め
る
も

の
が
み

る

尤

も
其

は
其
國

視
所
得

税

の
實

際

の
高

さ
に
係
る

こ

ξ
で

一
概

に
は

い

へ
な

い
が
、
少

く
ε
も
實
際

に
は
之

に

っ

き
大

に
考
慮

し
な
け

れ
ば

な
ら

澱
場
合
が
あ
り
得

る
(註
二

)。

旦

っ
叉

鼠
税

に
於
け

る
訣

黙
も
實

際

に
於
け

る
各

国

の
其

の
程

度
に
よ
り
け

転
で
み

っ
て
、
其

が
大

し
た
も

の
で
尊

け

れ
ば

」
附

加
税

に
よ

る
不
公
卒
増

長
も
亦
大

論

叢

地
方
所
得
税
に
於
け
ろ
特
別
税
封
附
加
税

第
十
二
巻

〔第
四
號

議八三
)

玉
六

一
.



論

叢

地
方
飯
得
穐
に
於
け
る
特
別
税
封
附
加
税

第
十
二
巻

(第
四
號

六
四
)

五
六
二

し
て
重
く
見

る
に
及
ば

ぬ
が
、
其

が
重
大

な

る
峡
黙
を

も

つ
場
.合

に
は
、
附

加
税

は
考

物

ご
い
ふ
こ
ε

に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
濾
(註
一
二
)。
故

に
蟹
隈

の
具
斑
的
事
例

に

っ
き
考

へ
な

け
れ
ば

な
.ら

蹟
が

.
假
り

に
國

穐
所
得

視
が

相

當

に
改

頁
を
施

、さ
れ
て
重
大

な

る
訣

黙
は

な
き
も

の

ξ
し
、
其
税
率

の
高

さ
も
他

国

に
比

し
過
大

`

い
ふ

ほ
ご

で
な

い
な
ら
ば
、
此

に
い

ふ
附

加
税

に
俘
　ふ
不
公
平

は

さ
う
重
き
を
成
す

に
は
足

ら

灘
。
之
を
夫

の
附

加
視
を
避

け
で
特

別
挽
ε
し
九

こ
ご
に
よ

り
て
生
中

る
の
不
公
準

た
る
、
逋

脱

の
多

き
こ
ご

に
比
す

れ
ば

、
決

し
て
重
き
を

成
す

に
足

ら
沁
ε
思

ふ
。
附
加
税

ご
し
た
場
合

其
重

き
負
憺

に
堪

え
す
し
て
多
少
適
脱
す

る
も

の
を

生
す
る

窪
し

て
も
、
国

家
が
捕

捉
す

る
に
於
て
、此
撞
脱

は
難
ひ
。
特

別
椀
の
場

合

の
浦
脱

に
比

し
て
は
小
な

る
も

の

に
止

ま

る

ε
思

ふ
。

で
若

干

は
具
艦
的

の
國

視
所
得

税
事
情

に
も

係

る
け
れ
こ
も
、
大
膿
上

は
此
見
地

か
ら

し
て
む
し
ろ
附

加
税
を
勝

れ
b

ε
し
て
艮

か
ら

う

ε
思

ふ
。

(註
一
〇
)

ラ
ウ
タ
ー
パ
ソ
バ
ば
曰
く
、
二
税
が
共
同
に
賦
課
さ
ろ
.き
菩

ば
(附
加
税
に
よ
り
)、
賦
課
に
於
て
生
す
ろ
各
の
不
公
平
が
二
重
「
重

な
ろ
こ
ミ
㌔
な
ろ
ミ

(註

一
一
)

エ
F

ベ
ル
ヒ
ば
曰
く
、
附
加
税
な
課
ゼ
ら
れ
た
ろ
租
税

の
曙
迫
が
非
常
に
重
き
ぼ
ご
に
、
國

稚
叉
ば
地
方
挽
が
高
き
か
叉
ば
大

に
高
め

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
掩
乏
き
は
、
附
加
脱
ば
最
早
満
足
で
な
く
な
り
、
濁
立
税

の
制
度
に
よ
り
て
補
完
ぜ
ら
れ
、
叉
に
代
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ね

=
こ

㌧
な
る
ご
O

(註

=

一)

エ
ー

ベ
ル
ヒ
ば
本
税

の
基
礎
が
陳
腐

且
つ
不
精
密
な
る
こ
春
ば
、
・此
れ
叉
は
彼
の
形

に
於
け
る
特
別
の
賦

課
が
永
久
的

に
避
く
る
葎
待

期

瀕
ミ

い
ふ
て
居

ろ
。

B
財
政
吸
入
上
よ
り
-

附
加
挽
で
あ
れ
ば

一
の
も
の
に
負
癖
が
重
な
る
乙
ε
よ
b
生
す
る
脱
税
の
恐
が
め
b
.、

8)

9)

里0>

1.auterbach,鼠.a.0.S.4〔 ⊃.

Eheberg,Fw.g.AA.S.524・

Ehebeτg,ebenda.S.526.



O

其

れ
だ
け
に
於

て
敗
入
上

に
も
.不
利

で
仰

る
が
、
反
面

、
特
別
視

に
も
他
地
方

へ
の
移
動

に
依

る
脱

税
の
危
険

が

多
く
、
恐

ら
く
は
其
牧

人
上

に
於
け

る
不
利
が
前
者

よ

り
も
甚

し

か
ら
う

か
ら
、
此

に

い
ふ
附

加
税

の
弊

は
重

き

ラ

ラ

を
成

す

に
足
ら
な

い
。

呪
や
第

一
段

の

一
め
B

に
塞
ぐ

る
附

加
椀

の
財
政

上
の
長
「所
を
考

ふ
る
に
於

て
馬
此

に
墨

(

(

ぐ

る
不
利

の
如

き
は
殆

ん
こ

い
ふ
に
足
ら
な

い
。

ラ

ラ

C
課
税
技
術
士
よ
り
旨

い
特
別
視
で
あ
れ
ば
、
共
地
方
々
々
々
の
事
情
を
斟
酌
し
て
税
の
下
限
及
累
進
率
を

く

く

適

當

に
定

め
る
こ
ε
が
出
来

る
が
、
附

加
税

で

め
れ
ば

其

が
出

摩
す

し
て
全
国

奉

こ
な

る
傾
が
あ

る
(註
;
じ
。

尤
も
此
等
は
附
加
税
の
下
に
も
地
方
事
情
に
よ
り
多
少
特
別
の
定
め
を
寫
し
得
る
か
ら
、
さ
う
大
し
た
問
題
で
は

な
い
。
初
更
ら
に
所
得
の
評
定

に
つ
い
て
も
特
別
椀
な
れ
ば
地
方
事
情
を
考
慮
し
て
適
切
に
行
ふ
こ
ご
が
出
家
る

く

の
に
附
加
税
に
て
富

来
響

の
説
も
あ
る
が
垂

四
)。
此
方
に
て
髭

の
如
き
地
方
・
々
の
事
情

の
斟
酌

ε
い

ふ
こ
・し
が
重
き
を
成
さ
な
い
。
セ
雪
地
方
特
別
所
得
税
な
れ
ば
地
方
當
局
が
調
査
に
當
る
ε
し
て
、
實
際
の
所
得

事
情

に
近
接
し
て
眞
相
を
得

る
の
に
、
附
加
税
随
て
國
税
で
は
之
が
出
來
雪

い
ふ
垂

五
)
の
は
幾
ら
か
意
義
が

あ
る
が
、
併

し
此
地
方

の
事
情
通

ε

い
ふ
も

の
は

、
附

加
税

に
て
も
国
家
が

之
を

利
用
す

る
を
得

て
居

る
化
、
特

別
所

得
税

ε
す
.る
斜

め
に
道
脱
す

る
も
の

、
多

き
こ
ε

を
も
考

ふ
れ

ば
、
大
局
上

に
於
て
は
償
値
が
太

だ
小

い
。

(註

=
一こ
.
ノ
イ
セ
ン
は
曰
く
、
地
方
所
得
醗
の
濁
立
の
賦
課
は
租
税
累
進
及
下
限
の
決
定
な
場
所
的
事
情
に
適
鷹
し
て
噛
移
す
る
た
得
ぜ
し
む
る

、
ミ

特

に
累
進

の
度

に
つ
き

、「
需
要

の
大
さ
ピ
、
貧
富
懸
隔
の
翼
達
ミ
な
考
慮
し
て
決
冠
し
む

ろ
、
ミ

の
長
所
が
め
を

。

論
.
叢

地
方
所
得
税
に
於
げ

・
特
別
翼

附
加

枇

錦
±

一巻

(第
四
號

六
五
〉

五
六
三

工1)Neumann,ZurGemeindestcuerreforminDeutschlan〔1.S,[8,



論

叢

地
方
所
得
税

に
於
け

ろ
特
別
挽
封
附
加
税

第
十
二
巻

〔第
四
號

六
六
)

五
六
四
珈

(
註

一
四
)

ノ
イ

マ
ン
は
地
方
所
得
税
の
濁
立

の
賦

課
に
所
得
の
評
定

に
つ
き
場
所
的
事
情
な
考
慮
す
る
の
長
所
あ
り

ヒ
爲

す
。

ロ

コ

(
註

一
五
)

リ
ル
カ
ー
11
周
く
、
人
に
趾
家
が
所
得
事
情
の
吟
味
に
つ
毒
最
多
く

の
も
の
な
篤

し
、
文
鳥
し
得

る
が
如
き
誤

に
昭

っ
て
は
な
ら

辺
。

長
春
地
方
所
得
税
で
ば
勿
論
で
あ
ろ
が
、
峻
酷
め

ろ
其

ド
て
す
ら
も
、
地
方
的
且

つ
事
情
通
な
ろ
地
方
評
定
委

員
に
最
多
く

の
も
の
な
屈
す
こ
。

ラD
人
民
負
措
上
よ
り
1

附
加
枕
な
れ
ば
負
憺
が
或
庭

に
集
中
す
る
こ
ご
＼
な
り
て
重
く
威
嚇
ら

れ
る
の
に
、

(
特
別
税
な
れ
ば
負
捨
が
國
税
よ
り
も
別
の
庭

に
男
散
す

る
だ
け
輕
く
威
ぜ
ら
れ
る
傾
が
あ
る
、
併
し
其
は
所
得
税

で
は
所
詮
、
同

一
の
所
得
に
課

せ
ら

る
べ
き
も
の
で
、
特
別
所
得
税
な
る
が
矯

め
に
国
税
厨
得
枕
よ
り
も
別
の
威

♂

に
課
せ
ら

る
、
ご
す
れ
ば
、
其
は
何
れ
か
に
於
け
る
鉄
黙
の
爲
め
で
あ
る
。
随

ふ
て
此

に
不
公
牛
課
税
の
重
質
捲

ざ
い
ふ
こ
ε
が
あ
る
こ
ご
に
な
る
。
彼
是
れ
考

へ
合
す
れ
ば
、
此
に
い
ふ
黙
は
重
き
を
成
さ
阻
。
但

し
特
別
所
得

税
が
附
加
税
の
普
通
の
取
り
方
ε
異

っ
て
、
別
の
時
日
に
徴
税
令
書
を
出
す
だ
け
で
は
、
明
か
に
若
干
負
推
輕
易

ε
い
ふ
こ
ε
が
あ
る
。
其
は
併
し
實

は
取
り
方

の
問
題
で
あ
っ
て
、
附
加
税
に
て
も
本
税

ご
別
の
時
日
を
選
ん
で

徴
牧
す
る
こ
.ご
が
出
京
な
い
こ
ご
で
は
な

い
。

ラE
道
義
上
よ
り
i

右
の
如
く
に
し
て
附
加
税

の
場
合
に
或
虞
に
質
権

の
偏
重
す
る
だ
け
に
於
て
脱
税
を
進

め

(
る
こ
`
Σ
な
り

う
随

ふ
て
道

義
上
好

ま
し
か
ら
ざ

る
こ

ご

ε
な

る
。

が
併

し
特
別
税

に
も
前

に

い
ふ
如
く

別
の
方

面
よ
り

の
同
様

の
弊

が
め
る

か
ら
、
此

に
禦
ぐ

る
敏
黙

は
別

に
重

き
を
成

す
に
は
足
ら
な

い
。

,
F
握
愛
支
出
上
よ
り
1

附
加
税
で
め
れ
ば
地
方

に
於
て
特
別
税
よ
り
も
簡
軍
に
行
ひ
得

る
か
ら

、
つ
ひ
濫
費

(

12)Neumann,ebenda.

ユ3)Walclくer,Fw.S.85。

●



、

0

」

に
流
れ
饗

震

を
毟

る
恐
が
あ
る
(註
=
ハ)。
之
妬

し
性
別
視
な
れ
ば
面
倒
故
、
愼
再

経
費
を
定
め
、
経

費
を
出
来

る
だ
け
節
約

せ
し
め
る
こ
ε

＼
な
る

の
利

が

あ

る
。
併

し
今

日

の
地

方
財
政

の
實
際

に
て
は
経
費
膨
脹

層

ロ

の
勢
叉
は
必
要
が
非
常
に
太

い
か
ら
、
此

に
い
ふ
附
加
税

の
弊
は
殆

ん
ご
問
題
に
な
ら
な

い
。
む
し
ろ
地
方
ε
し

て
は
収
入
を
學
ぐ
る
に
都
合
良
き
こ
ご
が
實
際
の
必
要
に
悉
す

る
所
以
で
あ
る
。
且

つ
叉
附
加
税
が
濫
費
に
導
く

ε
い
ふ
こ
ご
も
、
附
加
税
に
は

一
定
度
の
制
限
率
の
件
ふ
を
例
ε
す
る
所
で
あ
る
か
ら
、
大
し
て
蝉
害
を
生
す
る

に
は
至
る
ま

い
。

む

(讐

六
∀

・
・
サ
旨

沿
的
地
方
税

の
辯
護
理
由

ε
し
て
、
附
加
税

の
便
察

讐

膨
脹
の
傾
向
妻

ふ
、
、ε
塞

ぐ
。

Gう
政
治
上
よ
り
-

附
加
税
な
れ
ば

疲

に
い
ふ
て
中
央
集
権
を
進

め
、
地
方
自
治
に
反
す

る
.ぎ

・
な
り
、

く
地
春

雲

の
程

塑

薄
か
ら
し
む
・
・
ミ

な
・
の
・
、
特
別
馨

れ
ば
地
方
自
治
を
進
め
、
地
方
當
局
の

責

任
槻

を
強

う
し
政
治
上
望

ま
し
き
も

の
で
あ

る
こ

も
見
ら

る

、
(註

一
七
)。
尤

も
此

は
名
義
上

で
、
實
盆

が
少

い

こ
毛

も
あ
ら
う
・
加
之
、
地
方

に
全
然
特
別
税
を
査
定
す
る
の
で
?

、
或
税
に
特
別
視
を
認

め
、
他
の
税
に

附
加
税

を
規
定
す

る
に
止

ま

る
な
ら
ば
、
其

の
特
別

視
を
有

つ
だ
け
.に
於
て
其
虚

に
地
方
弘
治
を
確
保

し
て
居

る

ピ
.い
ふ
こ
ε
も
出
來

る
。

軍

に
所

得
税

に
附

加
税
を

可
也

ε
し
て
採
用

し
π

か
ら

亡

い
ふ
て
、
必
ず

し
も
直
ち

鵡

地

方
宵

泊
を
危
う
す

ピ
は

い

へ
な

い
。

(筐

七
)

・
ツ
γ
ア
ー
は
附
加
種
ば
之
な
決
定
し
使
用
す
乙
官
廃
の
責
任
観
心
霧
雪

、
い
ふ
。

.

論

叢
.

地
方
所
得
税
に
於
け
る
特
別
税
封
附
加
税

第
十
二
省

(第
四
號

六
七
)

玉
六
五

14)Cossa,a,a・0・S・140・

15)Ro5cher,a.a・0・S・443・
、
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論

叢

地
方
所
得
税
に
於
げ
る
特
別
貌
封
附
加
種

第
十
二
巻

(第
四
號

大
入
)

五
六
六

,

ラニ
国
家

よ
り
見
た

る
附

加
所
得

挽

の
短
所

・

(
ラ

ラ

係
恋
李
課
税
上
よ
り
i

位
附
加
税
が
あ
れ
ば
其
の
特
別
地
方
税
の
行
は
る
＼
場
合
よ
り
も
、
人
々
を
し
て
木

椀
π

る
國
視
所
得

税
を
も

一
層

重

べ
威

せ
し
む

る
こ

ε

、
な

っ
て
(註
一
入
}、
随

ふ
て
此

に
於

て
脱

税
者

を
多

く
生

噛

　

じ
て
不
公
孕
を
生
す

る
の
み
な
ら
す
、
ろ
附
加
税
が
あ
れ
ば
、
地
方
特
別
視
の
行
は
を
、
場
合
ご
異
り
、
本
税
に

(

て
改
正
を
要
す
る
場
合
に
も
、
累
を
地
方
に
及
ぼ
す

こ
ご
.を
恐
れ
て
、
之
が
改
良
の
断
行
を
躊
躇

し
叉
は
遷
延
す

る
こ
ご
、
.な
る
恐
が
あ
る
。
此
れ
亦
た
國
撹
を
不
公
季
な
ら
し
む
る
も
の
で
、
附
加
税
の
特
別
視

に
劣
る
所
以
で

あ
る
。
併

し
此
等

の
不
公
竿
は
實
際
甚

し
い
も
の
で
は
な

い
.。
蟹
隈
本
税
た
る
所
得
税
改
正
が
地
方
附
加
税
に
不

利
ご
な

る
こ
ε
は
少
か
ら
う
し
、
所
得
税
で
は
特
別
挽
の
下
に
も
所
詮
國
視
ξ
略
ぼ
同

一
の
所
得

に
課
せ
ら
る

、

こ
ε
、
な
る
か
ら
、
此
特
別
税
の
下
に
も
矢
張
り
國
視
所
得
税
を
重
く
威
す

る
こ
`
、
な
ら
ざ
る
を
得

狙
。
其

の

特
別
挽
が
幾
ら
か
國
税
よ
り
も
別
の
物
艦

に
課
せ
ら
れ
、
別
の
時
に
課
せ
・
れ
・
だ
け
に
て
.
幾
ら
か
附
縄

∴

り
も
樂

ε

い
ふ
こ
ε
は
あ

る
に
し
て
も

、
其
が
本

質

的

に
犬

居
差
異

の
あ

る
も
の
で
は
な

い
。

ω晦

謹

一
八
v

ラ
ゥ
↑

づ

ハ
ば
附
加
税

に
て
に
、
義
務
者

が
既
に
初
め
よ
丑

薗

税
の
決
定
に
於
て
、
彼
が
賦
課
さ
ろ
・
税
の
二
重
額
た
挑

ふ
べ

厩

毒

.
、こ
な

計
算

す

ろ
ご

ビ
ふ

.
ーミ
が
あ

る
。
足

れ
彼

が
申

告

額

な
増
加

す

ろ
札

つ
き
、
特

'ト
重

(
感

ず

る

こ
芝

㌧
な

る
べ
き

事
情

で

あ

る
ミ

い
囑
.

血

ラ

コ

,
嚇

隠

金

　

一

①
新
帝

加
挽
の
下
に
脱
税
が
多
い
だ
け
で
は
、
國
の
所
縫

牧
人
を
少
か
ら
し
め
.
㎞

ラ

コ

や
う
し
、
伍
此

の
如
き
覗
挽
は
税
率

の
加
重
ε
共
に
多
く
な
る
か
ら
、
随
ふ
て
附
加
税

の
存
す
る
場
合
に
は
財
政

樹

冠



需
要

に
鷹
じ

て
國

の
所
得
税

攣
を
高
く

し
で

牧
人
の
増

加
を
計

る
こ
軍
が
匹
難

に
な
b
、
夫

の
屈
伸
力

が

一
層

小

く
な
る
。
其

に
附
加
税
あ

れ
ば
地

方
財

政

に
累

を
及

ぼ
す

こ
`
を
恐

れ
て
挽
牽

の
上
下
を
行

ふ
を
聴
路
す

る

ε
い

ふ
こ
ご
も
あ
b
、
愈

々
以

て
屈

伸
力

を
失

ふ
ご
ε

＼
な

る
〔註

一
九
)。
尤

も
夫

の
睨
視

ご

い
ふ
も

の
は
国
税

ざ
特
別

税

こ
の
並
行
す

る
時

代
に

も
少

か
射
す

あ
る

ひ
ご
で

あ

り
、
附

加
税

の
存
す

る
場
合

に
國

の
視
率

の
上
下
が
地

方

財
政

に
累
を

及
ぼ
す
心

配

は
、
此

上
下

に
拘
ら
す
地

方
税
牽
据

置

の
特
別

の
取
扱

を
爲
す

こ
ξ
に
依
り

て
、
幾

分

か
緩

め
る

こ
ε
が
出
凍

る
騨

(註

一
九
)

ラ
ウ
タ
ー
バ
ソ
バ
は
英
国
の
書
物
で
ぱ
市
町
村
稔
の
國
枇
象
り
の
衝
立
が
大
な
長
所
ε
し
て
薦
め
ら
れ
て
居
る
。
其
理
-由
こ
し
て
ば
市

町
村
晩
の
固
視
よ
り
の
濁
立
が
國
麗
に
特
段
な
み
可
動
な
興
へ
、
画
家
な
し
て
特
段
な
ろ
困
難
時
に
租
税
々
引
上
げ
し
め
、
心
要
去
れ
ば
颪
汚
に
ガ

之
為
軽
減

マ
る
か
得
ゼ
し
め

ろ
の
に
、
附
加
税
の
場
合

に
に
国
税
の
引
上
が
地
方
税
の
引

⊥
為
結
果
す
み
こ
寸、
、
な
み
ざ
い
ふ
「
在

ろ
ε

い
ふ
。

ラC
課
税
技
術
上
よ
b
ド

附
加
税
が
め
れ
隈
国
家
所
得
税
が
、
地
方
財
政
の
豫
算
を
立

つ
る
便
宜
を
考
慮
し
て

く
其
蟹
濁

な

る
場
合

よ
か
も
早

く
賦
課
を
終
ら
な

一
て

は
な
ら

漁
こ
ご

＼
な
り
鮭

二
〇
)、
.随

ふ
て
國

の
税

務
行

政
、

課
税
技

術
が

一
層

厄
介
面
倒

ご
な

る
を
免

れ

鳳
。

・

(註
二
9

ラ
ゥ

タ
エ

・

荘

附
加
税
の
場
合

柱

・
市
町
村
が
豫
算
年
の
初
め
に
附
加

税
の
高
息

定
め

ろ
爲
め
段

、
典
医
賊
将

で
国
税

　

政
額

が
幾
菅

蓑

か
為
知

泉

要
し
、
其
の
爲
め
國
僚
が
其
国
家

の
所
得

税
の
賦
課

な
早
く
洌
ま
す

ご
・、
々
鯨
儀
な
!
、
さ
を

い
ふ
。

ラD
人
民
負
捲
上
よ
b
I

見
れ
ば
附
加
税
が
あ
れ
ば
伯
ら
本
税
を
も
人
を
し
て
重
一
威
せ
し
め
る
こ
ご
、
な
り

引

い
て

は
国
家

に
謝
し

一
暦
不
雫
不
満

を
懊

か
し

め

る
こ

ε

、
な

る
。
即

ち
國
家
の
不
利

に
ま

で
負
播

を
重
し

ε

論

叢

地
方
所
得
税
F
於
け
ろ
特
別
視
野
附
加
税

第
+
二
巻

(第
四
號

六
九
)

五
六
七

■

1学)Lauterbach,a.a.O,S.4u.
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邑

隔

論

叢

地
方
所
得
税

に
於
け

ろ
特
別
溌
封
附
加
税

第
十
二
巻

(第
四
號

七
〇
)

五
六
八

い

ふ

こ

ご

に

威

せ

し

め

る

こ
.ε

＼
な

る

。

E
道
義
上
よ
り
「

附
加
税
あ
る
場
合
に
本
税
を
も
重
く
威
せ
し
め
る
だ
け
脱
税
を
…進
め
、
其
が
道
義
上
に
は

(

好

ま

し

か
ら

ざ

る

こ

蓬

で

あ

る

。

第
三
段

地
方
附
加
所
得
税
設
定
上
の
問
題

以
上
、
大
膿
地
方
所
得
税
に
於
て
附
加
税
を
勝
れ
り
こ
し
て
、
借
て
之
を
設
定
す

る
に
就

い
て
の
若
干
問
題
が

め
る
。
重
な
る
も
の
を
左
に
説
か
う
。
.省
ほ

　
部
は
前
論
交
に
も
出
て
居
る
。

ラ一
兎
視
黙

ー
ーA
冤
椀
黙
低
下
の
特
例
一

国
の
所
得
税
に
は
免
税
黙
が
あ
る
の
を
例
ε
す
る
。
慮
で
地
方
税
に
て
は
國
の
場

(
合
の
如
く
下
層
民

の
負
推
蓬
な

る
.べ
き
消
費
税
も
自
ら
少
く
、
随
ふ
て
下
層
民
に
も
貧
擢
を
普
及
せ
し
め
や
う
ε

す
れ
ば
、
叉
は
進

ん
で
財
吸
上
よ
り
し
て
彼
等
に
も
其
地
方
團
艦
員
た
る
の
自
畳
を
與

へ
や
う
ε
す

る
な
ら
ば
、

地
方
所
得
税
に
て
は
国
税
の
免
税
黙
以
下
の
者

に
も
特
別
な
る
課
税
を
駕
す
を
選
む

べ
し
ご
す
る
こ
だ
＼
な
る
。

即
ち
其

れ
だ
け
で
は
最
早
附
加
税
で
は
な
く
し
て
、
補
充
的
な
る
特
別
税
ご
な
る
。
此
は
給
付
能
力
の
原
則
に
考

へ
て
も
、
其
額
が
軽
微
で
あ
る
以
上
は
、
不
都
合
で
は
な
く
、
特
に
.地
方

に
於
て
財
政
吸
入
上
之
を
必
要
ε
す
る

こ
ε
も
多

か
ら
う

ε
思
は
る
、
(善

=
)。

,

・



U

戸

`

釜

=

)

ぼ

ン
パ
註

市
町
村
に
て
に
画
家
ε
異
吐

一
方

に
消
費
税
藻

理

る
こ
ε
が
出
来
祖
。
そ
し
て
他
方
髭

が
多
く
貧
な
る
住
民

よ
り
成
り
、
.最
小
活
資

免
税
が
綴
績
的
不
足
為
齎
ら
す
べ
吾
市
町
村
が
あ

り
得

ろ
か
ら
、
其
所
得
税
に
於
て
最
小
活
資
々
考
慮
げ
.へ
か
ら
す

ε
い

ひ
、
ロ
ツ

シ
ァ
!
も
市

町
村
が
地
方
的
理
由
よ
り
し
て
租
税
義
務
の
下
限

蝕
国
家
&
り
も
異

っ
た
方
法

に
て
定

め
て
差
支

な
い
ε
い
ふ
。
現

に

ヘ

ッ
セ
ン
に
て
も
国
縫
に
五
百

マ
ー
グ
な
免
税
鮎
ミ
し
た
が
、
地
方
税
に
其

以
下
の
小
所
得
々
し
裸
視
ず

ろ
こ
ε
奄
断
念
す
る
な
得
ざ
ろ
・
、ピ
あ

ろ

.言

々
考

へ
・
市

町
村

が
此
為
噺
念
ゼ
ざ
る
ε
善
ば
特
に
及
曜
だ
市
町
村
目
的
の
厨
め
r
之

匹
賦
課
す

る
こ
鑑

得
ぜ
し

め
た
。
叉
ザ
ク
セ

ン
に

て
ば
地
方
所
得
税
に
特

別
税
で
あ

っ
て
附
加
税
で

は
な

い
が
、
其
に
し
て
国
家
よ
り
も
高
春
下
限
為
有

つ
ば
唯
八
の
市
町
村
の
み
で

、
最
多
く
は

`

隅

一
暦
低

い
も
の
准
有
ち
、
六
百
以
上
の
市
町
村
に
下
限
な
有
た
な

い
所
で
め
ろ
ピ
い
ふ
。

ラ

ラ

B
都
市
の
免
税
黙
一

い
庭
で
右
に
い
ふ
地
方
所
得
税
に
於
け
る
冤
税
黙
の
特
例
は
之
を
都
市
に
及
ぼ
す
に
は

(

(

適

し
な

い
。
都
會
地

で
は
生
活
標
準

が

一
般

に
高

く
、

生
活

費
が
」
屑
太

い
の
で
、
國
家

が
全

国
卒
均

的
標
準

に

從

ふ
て
定

め
た
免
税
黙
す
ら

、
兎
角

此
都
會
地

に
て
は

低
過

ぎ
は
せ

滋
か
`
思

は
る

、
程

で
め

る
か
ら
、
若

も
地

方
財
政

に
て
他

に
股
入

を
得

る
の
途

が
あ
り
、
張

て
之

に
依

る
の
必

要
が
な

い
な
ら
ば

、
所
得

税
で

は
む

し
ろ
単

な

る
國
椀

の
附
加

に
止

め
て
、
其
免

税
黙
以
下

に
も
課

税
す

る
こ
ε
は
し
な

い
が
頁

い
(註
二
二
V。
特
t
他

方

に
其

都
市

に
於

て
下
居
民

の
賃
機
…ε
な
る

べ
き
消
費
税

の
存

す

る
場
合

に
は
俗

吏
で
あ

る
(註
二
三
)。

で
夫

の
免
税

勲
の

ラ

特
例

は
む

し
ろ
主

ε
し
て
田
舎

の
村

落
な
ご

に
多

く
適

用
が
あ

る

べ
き
で
あ

る
。

ろ
或

は
鵜

償
標
準
生
活
程
度
等

コ
　

く

か
ら
見
れ
ば
、
.都
倉
持

に
大

都
市
で
は
全
国
季
均

よ
り

も
多
少
高

い
か
ら

し
て
、
其
黙

よ
り

し
て
都
市

に
於

け
る

免
税
黙

は
幾

ら

か
國
家

の
其

よ
り
も
高

き
が
至
當
で
あ

る
の
み
な
ら
す

、
北
都
會
地

に
て
は
特

に
中

下
層

の
人

々

は
屋
賃

の
高

き
に
苦

し
ん
で
居

る
が
、
其
反

面

に
於

て

此
屋
賃

の
高
さ

こ
ε
並

に
上
り

つ
、
あ

る
こ
・し
に
よ
り
て

論

叢

地
方
所
得
税
F
於
ρ
る
特
別
税
蜀
附
加
税

第
十
二
巻

〔第
四
號

七

一
)

五
六
九
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論

叢

地
方
所
得
税
に
於
け
ろ
特
別
税
封
附
加
租

第
十
二
巷

(第
四
雛

七
二
)

五
七
〇

地

方
財
政

が
益

々
蝕
裕

を
待

つ
＼
め
る
。

で
其
埋
合

せ

ε
し
て
も
所
得
税

の
庭

で
毘

視
黙
を
引

上
げ

て
彼

等

の
負

擢

を
輕
易

ε
す

る
が
良

く
、
ヌ
其

が
出
張

る
(駄

面

)
.し

い
ふ

こ
ε
も
考

へ
ら

る

、
が
、
併

し
地

方
財
政

に
餓
誰

を

生

じ

つ
＼
あ
る

こ
ε
ε
、
給
付
能
力

あ
る
者

が
相

當

の
納
税

を
爲
す

べ
し
・し
い
ふ
こ
ε

＼
は
別

に
考

ふ
る
を
得

る

又
鹸
裕
を
生
す

る
窪

い
ふ
て
も
此

は
程
度
問

題
で
あ
り

、
今

日

の
寫
す

べ
き
こ

ご
多

き
地
方
財
政

に
て
は
全
く
夫

の
中
下
層
氏

を
冤

祝
す

る
を
得

る
ほ
ざ

の
こ
.ご
は
稀

で

あ
る
。

そ
し
て
既

に
固
視

に
於

て
所
得

税
を
納

む

る
の
給

付

能
力
ぬ

り

ε
認

め
ら

る

＼
程

の
者

が
地

方
税
を
納
む

る
力

な
し

ε
は

い
ひ
難

く
、
假
令
輕
微

な
り

ε
も
夫

の
國

視
義
務
者

に
封

し
地
方

附
加
税
を

も
課
し
て
、
地

方
費

の
爲

め
の
純
能
力
原

則

に
依

る
課
税

を
寫
す

べ
き
で
あ
る

・

彼
等

に
特

別
な

る
冤
税
黙
を
與

ふ
る

に
は
及
ば

な

い
。

(駐
二
二
)

ロ
ッ
シ
ァ
ー
は
大
都
市
に
て
は
国
家
的
租
税
の
下
限
よ
り
も
以
下
ミ
す
る
こ
・こ
は
殆
ん
ご
辯
護
ぜ
し
め
な
い
で
あ
ら
う
。
何
ピ
な
れ
ば

彼
等
に
て
に
通
例
左
な
く
ピ
も
十
分
な
ろ
税
源
が
存
す
る
か
ら
。
そ
し
て
恰
か
も
大
都
市
に
於
て
人
民
の
下
層
の
看
に
所
得
税
た
課
す
る
こ
ざ
は

非
常
に
困
難
且
つ
鷹
疸
的
で
あ
る
ε
い
ひ
、
ラ
ン
ヅ
ペ
ル
グ
に
物
偵
高
含
有
で
に
田
舎
よ
り
も
所
得
の
一
思
大
な
ろ
部
分
が
免
醗
こ
な
る
こ
ε
が

鋤

」

・

希
堅
て
べ
し
ぐ」爲
す
。

(註
=
ミ
)

ロ
ツ
シ
ァ
ー
に
消
費
税
が
下
層
階
級
な
貢
櫓
ぜ
し
む
る
如
き
大
都
市
に
て
、
国
税
葎
.免
ぜ
ら
る
㌦
人
民
階
級
に
市
町
村
所
得
税
の
義
務

切

々
擬

げ

る

こ

と
に
全

く
憐
…斥

ず
べ

む
・
蝦
の
で

あ

ろ

己

い
ふ
。

(註

二
四

)

ラ

ン
ゾ

ベ
ル

グ
に
曰

く

、
事

買
上

、
現

在
の

租
税

制
度

に
て
九

百

マ
ー

ク

の
國

定
率

以

上

に
免

税
鮎

々
上

ぐ

る
こ

ε
叉

に
下

級

中
級

所

へ

得

F
国
税
の
.牽
以
下
り
資
櫓

な
課
す

る
こ
芝
が
租
税
力
大
な

る
市

に
て
の
み
行
に
れ
得

べ
く
、
叉
最
必
要
の
や
う
で
あ
る
,
何

こ
な
れ
ば
伯
林
市

及
共
前
市
・
フ
ラ
ン
〃
フ
ル
ト
ァ

ン
マ
イ

ン
其
他
詩
市
が
所
得
税
附
加
税

な
低
.く
課
す

る
な
得

ろ
ほ
こ
に
繁
榮
状
態

に
在

う
ご
き
に
、
此
に
特
に

2{りRoscher,a・a・0・S・457・Landsberg,EntwickehPgdeヨGemeindeabgaben

we5ensindenpreu5sischenStadten・(Gemcinde日nan・en・II・1・}S・23・.

21)Roscher,ebenda.
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ノ

辱

転

地
餐

地
代
　

生
じ
得
轟

轟

額
に
員
ふ
。
併
し
市
町
村
ド
　

て
の
此
利
毬

相
當
に
高
盗

難

髭

す
在

讐

.、り
て

最

盛

寧

醸

ふ
て
坐

高
塵

幕

下
に
楚

苦
し
薪

の
半

紙
の
霧

難

低
き
附
加
磐

よ
叫
轟

轟

ご
津,
ゐ
…

が
器

で

あ

ろ
か
ら
軸

ラニ

挽

率

'

(

囚
勢

所
得
讐

人
的
給
付
鯨

を
見
・
課
奮

も
の
・
・
つ
て
、
既
・
聚

が
所
得
婁

設
け
て
罷

力
。

鷹
じ

だ
る
課

税
を
爲

し
居

る
以

上
は
、
国

家

に
至
當
也

ご
認

め
ら

る

、
能
力

の
上
り
方
は
地

方

に
も

至
當
で
あ

る

べ
く
.
随

っ
て
地

が
附

加
挽
は
国
家

の
本

税

の
税
率

に
準

じ
た

る
税
率

を
探

る

べ
き
も

の
で
あ

る
(註
二
五
}。

即
ち

ラ

地
方
の
附
加
所
得
税
も
亦
累
書

す

る
場

論
、
葦

進
の
上
り
方
も
國
の
高

ξ

す

・
蚕

畏
い
。
出
域
は
之

ご
異
る
見
解
が
あ
乙
・
の
特
に
或
は
地
方
に
は
桂

馬
利
益
原
則
加
瞥

い
ふ
・
慕

あ
る
か
ら
、
羅

不
當
也
ご

　

く

の
論
も
あ
る
(註
二
さ
。
が
併
し
地
方
に
於
て
所
得
税
の
外

に
型

牧
盗
視
が
あ
る
孕

ら
・ば
、
和
讃

則
の
加
味
は

ラ

此

に
任

か
せ
、

所
得
税

ε
し
て

は

純
能
力
原
則

に
依

り
、
.階

て
視
率

も
累

進

ε
す

る
を

遍
當

乙
す

る
。
偽

或
は

黒
渋

を

之
に
認
む

る
窪
し
て
、
-
國
視

た
る
本
税

の
累
進

な

る
其
上

に
も
、
附

加
税
を
同
様

の
度

に
て
累
進

ε
爲

く

ロ

て
し
は

、
富
者

の
負
捨

を
過
重

ε
し
、
富
者

の
轄

住

を
…進
め
す

や
ε
の
.心
配

が
あ
り

(註
二
七
)、
、之
を
除

く
矯

め
にラ

上
級
者

に
於

け

る
累
逡

の
上

り
方
を
国

家

の
本

税

よ
り
も

少
し
く
緩

め
る
こ
ε
が

一
案

で
あ

る
〔註
一天

兆

域

は
俘

之
ε
反

射
に
、
前

に
免
税
.黙

に

つ
き

い

へ
る
巴
同
様

に
、
税
率

を
も
都
會

で
は
中

下
級
者

に
蜀

し
其

生
活
難

を
救
.

ふ
爲

め
に
國
定
率
よ
b
も

一
層

寛
大

に
し

τ
は
如

何

ざ

の
考
も
生

じ
得

る
。

が
併

し
国
家

の
適
當

ε
認

め
た
能
カ

ー・

論

叢
.

地
方
所
得
醗
起
於
け
ろ
特
別
税
封
柑
加
醗
.
.
.

第
十
二
巻

(第
四
號

七
三
)

玉
七
一

:2窄)Landsberg,a,a.O・S.a3・
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論

叢
網

地
が
所
得
椀
に
於
げ
ろ
特
肘
稔
封
附
加
穂

第
+
一
.「奮

(第
四
號

七
叫
)

五
七
こ

、

の

上

b

方

は

、

地

方

に

て

も

其

儘

準

用

す

る

の

が

穏

當

で

あ

る

か

ら

、

之

等

を

探

る

を

得

ぬ

。

第

一
の

3
5

配

の

如

・き

は

、

国

家

の

統

一
的

附

加

税

制

度

に

よ

り

て

蝕

程

の

度

ま

で

除

く

こ

ご

が

出

來

、

第

二

の

困

難

の

如

き

は

、

中

.

下

層

民

の
負

措

こ

な

る

べ

き

消

費

税

の

少

き

地

方

に

て

は

、

多

ぐ

問

題

こ

す

る

に

及

ば

な

い
。

(註
一
『五
}

ノ
ス
チ
ソ
は
画
家
的
税
傘
も

が
市

町
村
よ
四
採
用
す
べ
含
で
め
る
。
何
ε
な
れ
ば
之
に
よ
り
て
圃

家
蚕
櫓
ε
地
方
貢
櫓

ピ
の
間

の
安
全

且

つ
容
易
な
る
比
較

が
可
能
な
る
、
・こ
の
重
要
な
ろ
利
益
本
別
ご
し
て
も
、
給
付
能
力
11
到
ろ
慮

に
同

一
で
あ

ろ
か
ら
ミ
い
ひ
、
グ

ロ
ー
テ
フ
ェ

●

.
ド
も
国
税
所
得
奨

の
附
加
の
場
倉

に
、.
凡
べ
て
の
市
町
村
住

居
す

島

得
税
義
薯

に
就
て
に
・
国
税
の
賦

羅

馨

藪

に
其
租
税

名
簿
訪

採
っ
て
、
之
棄

礎
学
.
ろ
、
、…

な
ろ
.へ
く

ー
ー

此
が
市
町
村
所
得
磐

賦
課

の

颪

簡
軍

に
し
て
堕

て
薦
む
べ
き
形
式
で
あ

ろ
ミ

い
榊

〔註
≡

)̂

・
ツ
シ
7

彙

讐

市
町
村
税
・
器

量

単

・
・
何
叢

れ
髭

総

裏

蚤

蒋

原
則
が
常
に
轟

で
あ
ゑ

ら
"」
い
㌔

(註
=
セ
)

罫

・
に
地
方
撃

国
税
附
加
税
に
て
徴
瞥

ろ
虚

で
ば
・
圃
税
の
累
進
蒙

市
町
村
税
員
据
の
矯
め
に
穿

に
し
て
鋭
く
な
り
・

の

市
町
村
に
於
て
富
者
.の
流
入
が
止
ま
り
、
叉
に
富
め
る
資
本
家
の
移
出
粗
悪
ろ
べ
き
で
め

ろ
ミ
い
ふ
%

(註
二
八
)

此
ば
爾

に
て
は
例
外

こ
し

て
行
に
れ
得

る
。
此
國
で
に
国
家
所
得
税
に
附
加

さ
ろ
島

倉

・
国
家
所
得
馨

所
得

の
確
定
及
税
率

の
段
階
が
愛
更
さ
れ
な

い
の
な
原
則
ご
す
ろ
が
、
其
例
外

ξ
し
て
許
さ
ろ
」
場
合

に
に
・
下
級

に
於
σ
る
所
得
税
肇
が
上
級
よ
り
も
高
か
ら
ざ
ろ

こ
児
及
画
家
所
得
税

の
税
率

に
保
た
れ
た
ろ
税
率

の
上
り
方
が
、
上
級

の
不
利
に
ま
で
愛

更
遷
れ
て
11
な
ら
な

い
こ
ざ
の
標
準

に
於
て
の
み
で
あ

㌔

結

、

論

.

23)

24)
25)
26)

Nostitz,a,a・0・S.254.Groしefmd,G且 ・undsaしzed.Kommunal-steuerwescn5.

S..40.

Ro5cLer,a.a.0.S、455.

Lotz,Fw,S,253・

Lohmann,Diebe5Dnde1.endirektenGemeindes!euerninPreussen.S.23.

Birn.ba廿m,GemeindlichenSteuersystemeinDentschland層S.39・

9



、

「

'

以
上
要
之

、
.地
方
所
得

税

の
國
視
所

得
税

へ
の
附

加

税
制

度

に
は
長
所
も
あ

り
短
所

も
あ

っ
て
、
特

別
地

方
所

得

税

に
は
其

利
害

相
反
す

る
が
、
孰

れ

に
し
て
も
所
得

税

に
て
は
、
之
を
附

加
税

ε
す

る
こ
ご
に
よ
り

て
生
す

べ

き
長
所

に
重
大
な
も

の
が
あ

る

か
ら

、

似

合
若

干
の

映
黙

は
あ

る
に
し
て
も

、
大
局

上
之
を
薦
贈

る
の
外
な

い

(註
二
九
)。

紀

獄
地

方

に
て
は
免

税
黙

を
国
家

よ
り
.も

低

ぐ
す

る
の
必

要
な

る
場
合

が
あ
り
、
其

れ
だ
け
に
て
は
特

別
税

を
行

ふ

べ
く

、
そ

し
て
附
加
挽
た

な
庭

に
於

け

る
視
率

の
如

き
は
す

べ
て
國

椀
の
累
進
拳

に
準
ず

る
こ
ε

、

な
る

べ
き
も

の
ε
考

へ
.ら

る
＼
Q

(駐
二
九
)

濁
逸
F
て
も
附
加
税
多
く
、
特
に
普
に
て
も
之
な
原
則
こ
し
、
例
外
に
ア
ル
ト
ー
ナ
ε
フ
ラ
ン
〃
フ
ル
ト
ア
ン
マ
イ
ン
ξ
に
存
す
る
。

助

街
ほ
獅
逸
中
・
特
別
税
主
義
為
採
る
著
し
き
も
の
に
ザ
〃
セ
ン
で
あ
る
。

・
論

叢

地
方
所
得
税
に
於
け
ろ
特
別
税
封
附
加
醗

,

弟
十
二
巻

(第
四
號

七
五
)

五
七
三

27)Eheberg,a.a.0.S.

;i8H.
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